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学園の話題 

福
岡
医
療
短
期
大
学
卒
業
生
92
名
、  

同
専
攻
科
か
ら
修
了
生
10
名
に
学
位
授
与 

第
13
回 

医
療
短
大
卒
業
式
／
第
12
回 

医
療
短
大
専
攻
科
修
了
式 

福
 

  

岡
医
療
短
期
大
学
の
第
13

回
卒
業
式
な
ら
び
に
第

12
回
専
攻
科
修
了
式
が
3
月
10

日
午
前
10
時
か
ら
福
岡
歯
科

大
学
本
館
講
堂
で
執
り
行
わ
れ
、

歯
科
衛
生
学
科
76
人
、保
健
福

祉
学
科
16
人
の
卒
業
生
に
対

し
栢
豪
洋
短
大
学
長
よ
り
卒

業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、専
攻
科
口
腔
保
健
衛
生

学
専
攻
の
10
人
は
、修
了
証
書

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学

位
授
与
機
構
の
定
め
る
学
修

成
果
・
試
験
の
審
査
に
合
格
し
、

「
学
士（
口
腔
保
健
学
）」の
学

位
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

学
位
記
も
併
せ
て
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。 

学業成績最優秀者 

永岡 秀子 
有働 聖菜 ・ 城山 綾乃 

【理事長賞】 
【短大学長賞】 

歯科衛生学科 

増田 義弘 
石原 彩花 

【理事長賞】 
【短大学長賞】 

保健福祉学科 

・空田 加奈子 

・高島 朋子 

・中島 綾子 

・中村 恵理 

・若村   歩 

 

・岩下   望 

・上原 由貴 

・片渕 瑞穂 

・國師 奈保子 

・小園 知佳 

保健福祉学科の謝恩会 

会場入口で一緒に学んだ仲間たちと記念撮影 

歯科衛生学科の謝恩会 

答辞を読む、卒業生代表の 
保健福祉学科 石原彩花さん 

栢豪洋短大学長よ
り卒業証書を授与
される卒業生 

　3月22日、厚生労働省から「第104回 歯科医師国家
試験」の結果が発表されました。全国平均としては、
受験者3,378人中、合格者は2,400人、合格率は71.0％
という中、福岡歯科大学からは新卒者97人及び既卒
者25人、計122人が受験し、82人が合格しました。合格
率は新卒で72.2％、既卒と合わせて67.2％と不本意な
結果となりました。今回の結果を反省材料として、次
回国家試験全員合格に向けて努力を始めています。
再挑戦の皆さん、在学生の皆さんの奮起を期待します。 

2年連続の合格率100％。 
学生、教員の努力が実る！ 

　3月28日、厚生労働省から「第20回 歯科衛生士国家
試験」の結果が発表されました。福岡医療短期大学・歯
科衛生学科からは卒業生76人（既卒者0人）が受験し、
合格者は76人、合格率は100％でした。ちなみに全国
の平均合格率は96.5％でした。 
　昨年度は、国家試験対策として、国試問題集の出題
範囲を限定した演習試験を15回実施し、各回の成績
不振者（約20名）に対して、水曜・金曜日の放課後と土
曜日に補習を行いました。また、演習ならびに模擬試
験の成績不振者には冬期休暇中はもとより、国家試験
直前まで特訓補習を実施しました。今回の成果はこう
した努力によって得られたものと思います。 

教育環境 

今
後
の
教
育
効
果
に
期
待
。  

本
学「e-learning

」シ
ス
テ
ム
が
稼
働
開
始 

平
 成22
年
12
月
よ
り
本
学
に

お
い
てe-learning

シ
ス

テ
ム
が
運
用
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

平
成
20
年
度「
戦
略
的
大
学
連

携
支
援
事
業
」に
選
定
さ
れ
た

取
組「
口
腔
医
学
の
学
問
体
系

の
確
立
と
医
学
・
歯
学
教
育
体

制
の
再
考
」の
一
環
で
す
。 

　
本
シ
ス
テ
ム
は
、学
生
が
ネ
ッ

ト
上
の
口
腔
医
学
用
教
材
に
ア

ク
セ
ス
し
、よ
り
便
利
に
自
己

学
習
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。そ
の
た
め
に
本
学
の
学

生
と
教
職
員
全
員
に
対
し
て
ア

カ
ウ
ン
ト
を
発
行
し
、そ
れ
に
よ
っ

て
教
職
員
は
ネ
ッ
ト
上
で
の
教

材
作
成
が
、学
生
は
そ
の
教
材

の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

本
シ
ス
テ
ム
が
目
指
し
て
い
る

の
は
、現
在
の
歯
科
医
学
教
育

を
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
口
腔
医

学
教
育
と
し
て
再
編
し
、連
携

大
学
全
体
で
共
有
し
、口
腔
医

学
の
知
識
定
着
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。本
シ
ス
テ
ム
が
全
面
的
に

稼
働
す
れ
ば
、口
腔
疾
患
と
全

身
疾
患
と
の
関
連
に
つ
い
て
十

分
な
知
識
を
持
ち
、口
腔
ケ
ア

を
含
む
口
腔
疾
患
の
予
防
・
治

療
を
行
え
る
医
療
人
の
育
成
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、本
学
の
学
内
L
A
N
、

無
線
L
A
N
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
も
設
置
さ
れ（
利
用
に
は
使

用
パ
ソ
コ
ン
へ
認
証
の
た
め
の

証
明
書
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
必

要
）、１
階
の
学
生
ホ
ー
ル
や
各

講
義
室
に
お
い
て
無
線
L
A
N

の
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、講
義
室
の
机
の
下
に

P
C
使
用
の
た
め
の
電
源
コ
ン

セ
ン
ト
を
敷
設
し
、ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
の
学
業
利
用
を
容
易
に

し
ま
し
た
。 

　
現
在
、学
内
L
A
N
か
ら
の

利
用
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、利
用
可
能
な
方
は
ぜ
ひ

h
ttp
://fd
cscel.stu

d
en
t.fd
c

n
et.ac.jp

/w
eb
sc41/

に
ア
ク

セ
ス
し
て
、新
し
いe-learning

シ
ス
テ
ム
を
体
感
し
て
み
て

下
さ
い
。 


